
前回（第 1回審議会）の質疑・意見に対する回答について 

 各委員からの質疑・意見 回答 

① 
資料 P11 の H28 の収入に対して支出が急に

大きくなったのはなぜか。 

経営自体は変わっていないが、減価償却費

が増加したため。（資料１ P1） 

② 

県水は増量できないのか。 町には良質な地下水が豊富にあるため、増

量の考えはないが、非常時の際に必要とな

ることもあるため、現状のままでいく。 

③ 
資料 P15 で R4 以降国庫補助の採択見込み

はあるのか。 

年間３億円程度の事業を進めていくため、

国への要望活動を行っていきたい。 

④ 
水道管の耐震化とは、どのくらいの震度ま

で耐えられるのか。 

震度７程度である。 

⑤ 

資料 P15 の負担金と自己負担金は何か。 負担金は、消火栓に関する工事に必要な費

用を一般会計からもらっているもので、自

己負担金とは、積立てた内部留保資金から

不足額を補填するもの。 

⑥ 
内部留保資金はどれだけあるのか。 資料 P13 のとおり、H30 は 826,307 千円で

R1 は 822,883 千円となっている。 

⑦ 

内部留保資金はどのようにしてできるの

か。 

毎年の減価償却費等の積立てた額であり、

今後の建設改良費に充てる財源である。 

（資料２ P2,3） 

⑧ 

人口が減って料金収入が減っているのに、

資料 P11 の H26 から収入が増加しているの

はなぜか。不足分を一般会計から受けてい

るのか。 

一般会計からの繰り入れはなく、H26 の法

改正により、長期前受金戻入が新たに収益

として計上となったため。（資料１ P1） 

⑨ 長期前受金戻入とはどういうものか。 次回、資料で示す。（資料２ P4） 

⑩ 

人口減少により料金収入が減少していくの

は分かるが、資料 P11 の H30 から R1 に赤

字が大きく増加するのはなぜか。 

内訳の資料を準備して、次回説明する。 

（資料１ P1） 

⑪ 

以前、寒波による断水が起こったときは、

道の駅だけが給水施設となっていたが、耐

震管が整備された施設と給水施設は別なの

か。 

中学校の統合に合わせ、重要施設を選定し

て水道管の耐震化を行っているので、整備

が終わっている施設は緊急給水拠点となっ

ている。 

⑫ 
資料 P11 の営業外収益にはどのようなもの

があるか。 

次回、資料で示す。（資料１ P1） 

⑬ 

資料 P13 の内部留保資金と現金残高の差は

なぜあるのか。 

経営の赤字を内部留保資金の中から補填し

ているため、現金残高と差が生じてくる。 

（資料２ P2,3） 

⑭ 
減価償却費の算出はどのようにしているの

か。 

整備したものの償却年数等により算出して

いる。 

 



 

 

⑮ 新設されたら減価償却は高くなるのか。 合併後に行った統廃合事業や耐震化事業に

係る償却分が今後増えてくることになる。 

⑯ 

料金の値上げの話になっているが、人件

費、固定費、設備費等はどうなっているの

か。（５年分の資料を） 

次回、資料で示す。 

（資料１ P1、資料２ P1） 

⑰ 
資料 P18 に県内市町別水道料金一覧表があ

るが、全市町の基本料金は同じなのか。 

全く異なる。次回、資料で示す。 

（資料２ P5,6） 

⑱ 
融雪装置の水は町が水道料を払っているの

か。 

融雪装置の水は水道水ではない。 

⑲ 

鹿島の方で水を使っていると白く残ること

があるが、弊害はないのか。 

水が蒸発して白く残るのは、地下水に含ま

れるスケール（カルシュウムやマグネシュ

ウムといったミネラル）という成分で水質

的には全く問題がない良質の水である。 

⑳ 
資料 P11 の推移で H28 以降マイナスになっ

ているが、これは単年度のマイナスか。 

単年度のマイナスである。 

㉑ 

水道管の耐震化について心配に思ってい

た。今後も更新工事を進めていかなければ

ならないことを知ったので、料金の値上げ

はやむを得ないと思う。 

 

㉒ 

水道料金の未払金はいくらあるのか。 

単年度の額か。 

直近３年でどのくらいあるのか。 

 

未納者への対応は。 

滞納額は 2,200 万円くらいある。 

累積額である。 

H30 は 3,479 千円、H29 は 3,495 千円、H28

は 2,250 千円である。 

２ヶ月溜まった時点で督促、催告を出し、

それでも応じない場合は給水停止を通知し

て実施している。 

㉓ 

以前に県水の料金が下がってきている資料

を見たことがあるが、今後下がる見通しは

あるか。 

県水の単価は H22 に改定され税抜き 99 円/

㎥に下がったが、町の地下水と比べると、

それでも高い。県は現在、耐震化事業を行

っているため、県水の単価も今後どのよう

になっていくかは分からない。 

㉔ 

材料代に工事費が足されて倍になっている

ケースが見受けられるが、公共工事の金額

は適正価格なのか。 

公共工事は、国が定めた歩掛とそれに付随

する資料により設計して入札をしている。 

㉕ 
町の水源は、ハザードマップにかかってい

るのか。想定されることへの対応は。 

停電や浸水による動力の停止が想定される

ため、整理をして対策を講じていく。 

㉖ 
七尾市の水源は中能登町と同じものを利用

しているのか。別のものか。 

はっきりとは把握していないが、徳田に水

道の井戸があると聞いている。 

 


